






要約:在宅酸素療法を施行している新生児慢性肺疾患の在宅管理をより安全に行うための

在宅モニタリングシステムの検討を行った。家庭におけるモニターとしてはパルスオキシ

メー夕ーを用い、家庭で得られた Sp02、心拍数のデータを電話回線を通じて病院へ送り、

病院のパソコンで解析するシステムを確立した。2 例の在宅酸素療法を行っている児の管

理にこのシステムを利用し、その効果を検討したところ、さまざまな利点が得られ、新生

児慢性肺疾患の児の在宅管理に極めて有用な方法であると思われた。 


